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平成 23 年 5月号　No.14

今月のみどころ
・東北地方太平洋沖地震

・平成 23年度当初予算

・平成 22年度受賞（章）者紹介

・下水道接続にご協力を

・消防団入退団式

３年ぶりのピカピカ１年生
（４月５日・鰍沢中部小学校入学式）



力
を
期
し
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
幸
い
に
も
家
屋
内
の
壁

が
は
が
れ
た
程
度
の
被
害
で
、
人
的

に
も
被
害
が
な
い
状
況
で
し
た
。

　

そ
の
後
も
余
震
が
続
き
、
3
月
15

日
夜
に
は
、
静
岡
県
東
部
を
震
源
地

と
す
る
地
震
が
発
生
し
、
本
町
で
も

震
度
4
を
観
測
し
ま
し
た
。
雨
が
降

り
、
夜
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
全

く
被
害
が
な
い
状
況
で
し
た
。

　

い
ず
れ
の
地
震
に
お
い
て
も
大
き

な
被
害
が
な
か
っ
た
こ
と
は
、
町
民

の
皆
さ
ま
の
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

切
迫
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
東
海

地
震
。
本
町
に
お
い
て
も
、
震
度
6

弱
か
ら
6
強
の
揺
れ
が
想
定
さ
れ
、

甚
大
な
被
害
が
発
生
す
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
町
で
は
、
公
共
施
設
の
耐

震
化
や
消
防
防
災
施
設
の
整
備
な

ど
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
災
害
発
生
直
後
の

被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
は
、
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
が
「
自
分
の
命
は
自

分
で
守
る
」「
地
域
の
安
全
は
地
域

で
守
る
」
と
い
う
自
助
・
共
助
の
意

識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。
い
つ

起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
地
震
災
害
だ

か
ら
こ
そ
、「
今
で
き
る
」
こ
と
か

ら
少
し
ず
つ
行
い
〝
い
ざ
〞
と
い
う

時
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

東
京
電
力
管
内
で
実
施
さ
れ
て
い

た
計
画
停
電
。
本
町
は
第
2
グ
ル
ー

プ
の
E
に
所
属
し
、
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
間
、
役
場
で
は
、
証
明
書

な
ど
の
発
行
が
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
役
場
窓
口
業
務
を
停
止
し
て
、

町
の
皆
さ
ま
に
ご
不
便
を
お
掛
け
し

た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

ま
た
、
停
電
中
は
信
号
も
停
止
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
事
故
の
連
絡
も
な

く
、
町
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　

3
月
11
日
、
午
後
2
時
46
分
ご
ろ

強
烈
な
揺
れ
が
富
士
川
町
を
襲
っ

た
。
左
右
の
揺
れ
が
次
第
に
大
き
く

な
り
、
し
か
も
時
間
が
長
い
。
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
揺
れ
に
、
ど
う
し

た
ら
良
い
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て

と
に
か
く
机
の
下
に
潜
り
込
ん
だ
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

東
北
地
方
を
中
心
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
「
東
北
地
方
太
平
洋

沖
大
地
震
」。
こ
の
地
震
は
、
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
9
と
言
わ
れ
、
近
代
的

な
地
震
観
測
が
始
ま
っ
て
以
来
最
大

の
地
震
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に

震
源
地
に
近
い
東
北
地
方
沿
岸
部
で

は
、
強
い
揺
れ
に
続
い
て
大
津
波
が

襲
い
、
死
者
・
行
方
不
明
者
が
数
万

人
に
な
る
未
曾
有
の
大
災
害
と
な

り
、
被
災
さ
れ
た
方
に
対
し
、
お
見

舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

こ
の
地
震
で
は
、
東
北
地
方
か
ら

は
、
距
離
の
あ
る
富
士
川
町
に
お
い

て
も
震
度
5
弱
の
強
烈
な
揺
れ
が
襲

い
ま
し
た
。

　

地
震
発
生
直
後
、
町
で
は
、
災
害

対
策
本
部
を
設
置
し
、
町
内
の
被
害

の
把
握
に
努
め
る
と
共
に
、
町
内
小

中
学
校
・
保
育
所
に
対
し
、
児
童
生

徒
が
安
全
に
帰
宅
で
き
る
よ
う
に
全

　

こ
れ
か
ら
夏
を
向
か
え
、
電
力
需

要
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
今
後

も
節
電
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

緊
急
地
震
速
報

震
度
4
以
上
が
想
定
さ
れ
る
場
合
に
送
ら
れ
ま
す

　

震
度
4
以
上
の
地
震
が
想
定
さ
れ

る
場
合
発
表
さ
れ
る
緊
急
地
震
速

報
。
携
帯
電
話
を
使
用
さ
れ
て
い
る

方
は
、
こ
の
音
に
怖
い
思
い
を
し
た

の
で
は
。

　

緊
急
地
震
速
報
は
地
震
の
発
生
直

後
に
、
震
源
に
近
い
地
震
計
で
と
ら

え
た
観
測
デ
ー
タ
を
解
析
し
て
震
源

や
地
震
の
規
模
を
推
定
し
、
こ
れ
に

基
づ
い
て
各
地
で
の
主
要
動
の
到
達

時
刻
や
震
度
を
予
測
し
、
可
能
な
限

り
素
早
く
知
ら
せ
る
地
震
動
の
予

報
・
警
報
で
す
。
た
だ
し
、
情
報
を

発
表
し
て
か
ら
主
要
動
が
到
達
す
る

ま
で
の
時
間
は
、
極
め
て
短
く
、
震

源
に
近
い
と
こ
ろ
で
は
速
報
が
間
に

合
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

緊
急
地
震
速
報
を
見
聞
き
し
た
と

き
は
、
周
り
の
人
に
声
を
か
け
な
が

ら
「
周
囲
の
状
況
に
応
じ
て
、
あ
わ

て
ず
に
、
ま
ず
身
の
安
全
を
確
保
す

る
」
こ
と
が
大
切
で
す
。
日
頃
か
ら

い
ざ
と
い
う
時
の
行
動
を
考
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

東北地方太平洋沖地震
震災の恐怖。列島を襲う！

計
画
停
電
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

〜
今
後
も
節
電
に
ご
協
力
を
〜　
　

富
士
川
町
で
も

震
度
5
弱
を
観
測

▶
事
故
も
発
生
せ
ず
順
調
に
計
画
停
電
が

で
き
ま
し
た
。
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東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
対
し

て
、
全
国
的
に
支
援
の
輪
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　

富
士
川
町
は
、
町
と
区
長
会
が
協

同
し
て
、
3
月
14
日
か
ら
4
月
末
日

ま
で
、
役
場
各
庁
舎
窓
口
や
町
内
各

区
の
指
定
場
所
で
義
援
金
募
金
箱
を

設
置
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
3
月

27
日
に
は
、
町
民
会
館
と
鰍
沢
福
祉

セ
ン
タ
ー
2
ヵ
所
で
、
救
援
物
資
の

収
集
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

救
援
物
資
収
集
に
は
、
町
民
の
皆

さ
ま
の
温
か
い
心
が
次
の
表
の
と
お

り
、
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
た
だ
い
た
温
か
い
お

心
は
、町
か
ら
被
災
地
に
送
り
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
大
震
災
で
被
災
さ
れ

た
皆
さ
ま
の
た
め
に
、
町
有
住
宅
を

用
意
し
て
、
受
け
入
れ
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
方
で
、
住
宅

が
必
要
な
方
、
避
難
を
検
討
さ
れ
て

い
る
方
を
ご
存
知
の
方
は
、
こ
の
制

度
を
ご
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

　

条
件
な
ど
に
つ
い
て
は
、
下
表
の

と
お
り
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
内
東
日
本
大
震
災
富
士
川
町

支
援
対
策
本
部　

☎
22
│
7
2
0
1

広がる支援の輪
富士川町では義援金は 4月末まで受付。

救援物資は 31,741 点もの善意が…
救援物資数量表

受
け
入
れ
で
き
る

町
有
住
宅
の
状
況

（
平
成
23
年
4
月
15
日
現
在
）

◆
空
き
戸
数　
50
戸
程
度

◆
構
造
・
間
取
り
な
ど

　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
5
階

建
て
、
2
L
D
K
と
3
L
D
K

◆
入
居
条
件

　

家
賃
は
6
ヵ
月
間
無
償
、
延

長
で
最
長
1
年
間
無
償

こちらでは、5月以降も
義援金を受け付けています

山梨県赤十字山梨県支部
【義援金の名称】東日本大震災義援金
【募 集 期 間】平成 23年 9月 30日（金）まで
【郵便振替の場合】
　口座番号　００１４０－８－５０７
　口座名義　日本赤十字社
【山梨中央銀行での振込みの場合】
　普通口座　８０１７９
　口座名義　日本赤十字社山梨県支部
【甲府信用金庫本店での振込みの場合】
　口座番号　０４４８５４３
　口座名義　日本赤十字社山梨県支部
※ 手数料無料（専用振込用紙使用のこと）備考
欄に「東日本大震災」と明記すること

◆問い合わせ先
　日本赤十字社山梨県支部総務課
　☎ 055－251－6711

（午前 8時 45分～午後 5時 30分まで）

品　　目 数量 重量（kg）
毛布・シーツなど 9,126 1,561
防寒服など衣料品 2,609 821
ティッシュペーパーな
ど生活雑貨 7,300 1,081

洗剤・石鹸など 9,860 1,456
その他 2,846 177

合　　　計 31,741 5,096

▶
救
援
物
資
は
、
箱
詰
め
し
て
被
災
地
に
。

総
箱
数
は
、
な
ん
と
7
0
0
箱
超
。

◀
救
援
物
資
搬
入
に
大
勢
の
皆
さ
ん
か
ら

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

被
災
者
の
皆
さ
ん
の
町
有
住
宅
へ
の

受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
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平
成
23
年
度
の
本
町
の
予
算
は
、
一
般
会
計
総
額
71
億
2
，8
4
4
万

円
、
対
前
年
比
で
1
・
6
％
の
増
。
15
特
別
会
計
・
1
企
業
会
計
総
額

55
億
2
，6
8
9
万
3
千
円
、
合
わ
せ
て
1
2
6
億
5
，5
3
3
万
3
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
景
気
低
迷
の
長
期
化
に
よ
り
地
域
経
済
や
地
元
企
業
等
を

取
り
巻
く
環
境
が
、
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
町
民
生
活
や
本
町

財
政
へ
の
影
響
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
の
下
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
の
着
実
な
実
行

に
努
め
、
行
政
の
効
率
化
を
図
り
、
町
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
を
構
築
す
る
う
え
で
重
要
な
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
平
成
23
年
度
の
町
の
予
算
の
詳
細
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

会　　計　　名 予　算　額
一　般　会　計 71億 2,844 万円

特　別　会　計 52億 1,639 万 1千円
国民健康保険 17億 2,244 万 6千円

老人保健 549万 3千円

後期高齢者医療 3億 3,315 万 7千円

介護保険 15億 6,096 万 5千円

介護サービス事業 1億 392 万 2千円

奨学金 72万円

簡易水道事業 1億 2,530 万 5千円

下水道事業 11億 3,881 万 7千円

営農飲雑用水事業 639万 1千円

箱原農業集落排水事業 1,563 万 9千円

鹿島財産区 5万 1千円

カラマツオ外三十山恩賜林保護財産区 56万 5千円

活性化事業 2億 95万 4千円

峡南地区ことばの教室共同設置 108万円

峡南地区充指導主事共同設置 88万 6千円

公営企業会計 3億 1,050 万 2千円
水道事業 3億 1,050 万 2千円

※平成 23年 4月 1日現在の人口 16,625 人で計算

町民１人あたりにして

見てみましょう！

町民一人あたりが納める町税

8 2 , 8 8 6円

町民一人あたりに使われる経費

4 2 8 , 7 7 8円

町民１人あたりにして

見てみましょう！

総　務　費
町が通常必要とする全般
的な費用

民　生　費
社会福祉、障害者・高齢
者・児童福祉などの費用

衛　生　費
住民の健康や衛生的な生
活環境を保持する費用

教　育　費
学校教育や社会教育など
の費用

54,714円 126,655円 40,430円 40,356円
農林水産業費
農林水産業の振興などの
費用

土　木　費
道路、河川、都市計画な
どの費用

公　債　費
借入金の元金や利子の支
払に必要な費用

そ　の　他
商工費、消防費、議会費
など

15,141円 60,702円 58,902円 31,878円
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歳出

歳入

一般会計予算
の内訳

一般会計予算
の内訳

衛生費
6億7,214万6千円
（9.4％）　　

民生費
21億563万7千円
（29.6％）

総務費
9億962万6千円
（12.8％）

土木費
10億917万8千円
（14.2％）

公債費
9億7,925万円
（13.7％）

教育費
6億7,091万7千円
（9.4％）

その他
　　3億5,306万5千円（4.9％）

町　　税
13億7,798万6千円
（19.3％）

繰入金
12億712万3千円
（16.9％）

使用料及び手数料 1億3,147万8千円（1.8％）
分担金及び負担金 1億1,068万7千円（1.6％）

地方交付税
22億円
（30.9％）

町債
7億4,510万円
（10.5％）

国・県支出金
10億300万1千円
（14.1％）

その他　1,849万4千円（0.2％）
議会費　 1億85万円（1.4％）

労　働　費　　  1,000万円（0.2％）
農林水産業費　2億5,172万円（3.5％）

民生費
21億563万7千円
（29.6％）

総務費
9億962万6千円
（12.8％）

土木費
10億917万8千円
（14.2％）

衛生費
6億7,214万6千円
（9.4％）　　

公債費
9億7,925万円
（13.7％）

教育費
6億7,091万7千円
（9.4％）

消防費
　3億596万2千円
　（4.3％）

商工費
9,466万円（1.3％）

歳　　　　　　　入
町 税 13億 7,798 万 6千円

地 方 交 付 税 22億円

国 ・ 県 支 出 金 10億 300 万 1千円

使 用 料 及 び 手 数 料 1億 3,147 万 8千円

分 担 金 及 び 負 担 金 1億 1,068 万 7千円

町 債 7億 4,510 万円

繰 入 金 12億 712 万 3千円

そ の 他 3億 5,306 万 5千円

歳　　　　　　　出
議 会 費 1億 85万円
総 務 費 9億 962 万 6千円

総 務 管 理 費 4億 6,811 万円
徴 税 費 1億 1,221 万 6千円
戸 籍 住 民 基 本 台 帳 費 2,859 万 3千円
選 挙 費 1,034 万 6千円
企 画 費 2億 2,695 万 1千円
統 計 調 査 費 93万 7千円
監 査 委 員 費 51万 3千円
文 化 ホ ー ル 費 6,196 万円

民 生 費 21億 563 万 7千円
社 会 福 祉 費 12億 234 万 2千円
児 童 福 祉 費 9億 329 万 5千円

衛 生 費 6億 7,214 万 6千円
保 健 衛 生 費 3億 2,446 万 4千円
清 掃 費 3億 4,768 万 2千円

労 働 費 1,000 万円
農 林 水 産 業 費 2億 5,172 万円

農 業 費 2億 458 万円
林 業 費 2,435 万 6千円
地 籍 調 査 費 2,278 万 4千円

商 工 費 9,466 万円
土 木 費 10億 917 万 8千円

土 木 管 理 費 3,872 万 1千円
道 路 橋 梁 費 3億 2,544 万円
河 川 費 585万 2千円
都 市 計 画 費 5億 2,199 万 7千円
住 宅 費 5,100 万 5千円
東 部 開 発 費 6,616 万 3千円

消 防 費 3億 596 万 2千円
教 育 費 6億 7,091 万 7千円

教 育 総 務 費 1億 8,239 万 1千円
小 学 校 費 1億 7,108 万円
中 学 校 費 1億 163 万 9千円
社 会 教 育 費 5,156 万 2千円
保 健 体 育 費 7,361 万 3千円
学 校 給 食 費 7,263 万 2千円
町 民 会 館 費 1,800 万円

災 害 復 旧 費 163万円
公 債 費 9億 7,925 万円
諸 支 出 金 986万 4千円

公 営 企 業 費 935万円
基 金 費 51万 4千円

予 備 費 700万円

〈歳入予算の用語説明〉
町　　　税…… 町民税・固定資産税など皆さんが町に

納める税金

地方交付税…… 所得税など国が徴収した税金の中から、
町の財政状況に応じて交付されるお金

国・県支出金…… 事業など特定の目的の財源として、国
や県から支出されるお金

町　　　債…… 町が事業を行うときに国や金融機関な
どから借り入れるお金

繰　入　金…… 一般会計、特別会計、基金の会計間に
おけるお金の移動を表す言葉

（5）平成 23. 5 月号　No.14



一般会計　おもな歳出内容
■　総務費・消防費　■

峡南広域行政組合に関する費用  3 億 4,738 万 8千円
　議会総務費  1,321 万 4千円
　計算センター  3,780 万 2千円
　広域ネット  877 万 6千円
　電算システム  1,872 万 4千円
　老人ホーム  777 万 8千円
　消　防　費  2 億 6,109 万 4千円

固定資産評価鑑定業務など台帳管理費  1,308 万 3千円
県議会議員選挙など 2選挙経費  998 万 8千円
デマンドバス・町営バスなど生活推進費  6,366 万 8千円
文化ホール運営費  1,863 万 2千円
消防団運営費など非常備消防費  2,454 万円

■　衛　生　費　■
子宮頸がんワクチンなど予防接種委託  6,161 万 2千円
特定健康診査など健康診査業務  4,800 万円
妊婦・乳幼児健康診査など  1,290 万円
地球温暖化対策実行計画策定業務  221 万円
リサイクルステーション設置事業  563 万 4千円
一般廃棄物収集業務委託など  7,649 万 2千円
中巨摩地区広域事務組合負担金  1 億 9,020 万 5千円
三郡衛生組合負担金  6,757 万 5千円

■　民　生　費　■
地域福祉計画作成業務  200 万円
高齢者福祉費  3 億 5,089 万 6千円
障がい者福祉費  3 億 6,275 万円
子ども手当  3 億 3,782 万 2千円
保育所総務費  3 億 3,472 万円
保育所エアコン設置費  3,568 万 3千円
第 4保育所大規模改修工事実施設計業務  854 万円
児童館管理費  2,585 万 6千円

■　農林水産業費・商工費　■
新規生産物実証事業  465 万 6千円
農村振興総合整備事業  2,544 万 5千円
中山間地域総合整備事業  1,713 万 5千円
農地環境整備事業  332 万 5千円
活性化施設費  4,219 万 4千円
ふるさと自然塾事業費  1,515 万 7千円
朝市施設設置工事など  835 万円
登山道整備業務  520 万 8千円

■　教　育　費　■
町内小中学校エアコン設置工事設計監理業務  2,500 万円
町内小中学校管理・教育振興費  2 億 6,811 万 8千円
文化財保護費  398 万 3千円
社会体育施設費  3,934 万 6千円
町内小中学校給食費  7,263 万 2千円
町民会館管理費  1,800 万円

■　土　木　費　■
金手小林 2号線など道路改良舗装費
 1 億 4,971 万 5千円
大椚大久保線など道整備交付金事業  9,559 万 2千円
都市計画マスタープラン作成業務  500 万円
下水道事業特別会計繰出金  3 億 9,727 万 4千円
青柳 1号線など都市計画街路事業  7,525 万 6千円
大法師公園園路整備など公園整備事業  3,688 万 1千円
住宅長寿命化計画策定業務  600 万円
観光交流センター（道の駅）詳細設計業務など
 4,250 万円

◀
町
営
バ
ス
運
行
事
業

◀
か
じ
か
ざ
わ
児
童
セ
ン
タ
ー

◀
ふ
る
さ
と
自
然
塾

◀
大
椚
大
久
保
線
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◆
食
品
加
工
業
振
興
功
労

　

長
年
に
わ
た
り
、
大
麦
を
主
原
料

と
す
る
食
用
精
麦
の
製
造
販
売
に
従

事
し
、
国
内
ト
ッ
プ
企
業
に
育
て
る

と
共
に
、製
粉
・
製
め
ん
、麦
茶
製
造
、

単
体
飼
料
製
造
、
更
に
は
米
穀
卸
売

業
な
ど
経
営
の
多
角
化
を
進
め
、
総

合
的
な
穀
物
加
工
業
と
し
て
磐
石
な

も
の
に
し
た
。
ま
た
、
山
梨
県
精
麦

工
業
協
同
組
合
の
理
事
長
及
び
全
国

精
麦
工
業
協
同
組
合
の
理
事
長
及
び

全
国
精
麦
工
業
協
同
組
合
連
合
会
長

の
要
職
に
あ
り
、
組
合
員
の
経
済
的

地
位
の
向
上
、
組
合
組
織
の
活
性
・

強
化
に
尽
力
し
、
精
麦
業
界
の
発
展

に
寄
与
し
た
。

◆
地
方
自
治
功
労

　

長
年
に
わ
た
り
、
町
議
会
議
員
と

し
て
町
政
の
発
展
に
貢
献
し
た
。
特

に
、
農
業
の
活
性
化
及
び
地
場
産
業

の
情
報
発
信
基
地
と
し
て
「
交
流
セ

ン
タ
ー
塩
の
華
」の
建
設
に
尽
力
し
、

地
域
農
家
の
活
性
化
及
び
地
域
経
済

の
向
上
に
貢
献
し
た
。
ま
た
、
鬼
島

地
区
の
用
地
を
生
か
し
た
住
宅
分
譲

事
業
や
高
齢
者
の
介
護
予
防
施
設
と

し
て「
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」

の
建
設
に
も
取
り
組
む
な
ど
、
地
方

自
治
の
発
展
に
尽
力
し
た
。

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
の

　
　

実
施
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

◆
情
報
公
開
の
実
施
状
況

　

開
か
れ
た
町
政
の
推
進
と
町
の
皆

さ
ん
の
町
政
へ
の
参
加
を
進
め
て
い

く
た
め
、
町
で
は
情
報
公
開
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

富
士
川
町
情
報
公
開
条
例
に
基
づ

き
、
公
文
書
の
公
開
請
求
が
あ
っ
た

も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
実
施
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
平
成
22
年
度
分
）

●
開
示
請
求
件
数 

5
件

　

・
開
示
件
数 

4
件

　
（
う
ち
部
分
開
示　

3
件
）

　

・
非
開
示
件
数 

1
件

◆
個
人
情
報
保
護
の
実
施
状
況

　

富
士
川
町
個
人
情
報
保
護
条
例
で

は
、
本
人
か
ら
の
請
求
に
よ
り
自
己

に
関
す
る
情
報
の
開
示
や
訂
正
、
利

用
停
止
な
ど
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
実
施
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

（
平
成
22
年
度
分
）

●
開
示
請
求
件
数 

2
件

　

・
開
示
件
数 

2
件

　
（
う
ち
部
分
開
示　

0
件
）

　

・
非
開
示
件
数 

0
件

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課
広
聴
広
報
担
当

　

☎
22
│
7
2
1
6

平
成
22
年
度
叙
勲
・
褒
章
受
章
者
紹
介

◆
地
方
自
治
功
労

　

長
年
に
わ
た
り
、
町
議
会
議
員
と

し
て
町
政
の
発
展
に
貢
献
し
た
。
特

に
、
商
店
街
の
衰
退
に
歯
止
め
を
か

け
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と

な
る
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
の
策

定
に
尽
力
し
、
国
道
52
号
電
線
地
中

化
事
業
を
完
了
に
導
く
と
と
も
に
、

商
店
街
の
美
し
い
町
並
み
形
成
に
尽

力
し
た
。
ま
た
、
市
町
村
合
併
の
必

要
性
を
強
く
唱
え
、
増
穂
町
と
の
合

併
に
積
極
的
に
取
り
組
む
な
ど
、
地

方
自
治
の
発
展
に
尽
力
し
た
。

◆
産
業
功
労

　

長
年
に
わ
た
り
、
運
輸
事
業
に
従

事
す
る
と
共
に
㈳
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
及
び
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ

ナ
ル
協
同
組
合
等
の
要
職
に
あ
っ
て

献
身
的
に
業
界
の
育
成
、
発
展
に
尽

力
し
た
。
特
に
業
界
の
輸
送
秩
序
の

確
立
に
力
を
注
ぎ
、
組
合
員
の
経
営

健
全
化
を
図
る
た
め
、
経
済
構
造
の

変
化
に
対
応
し
た
物
流
の
近
代
化
、

合
理
化
に
積
極
的
に
取
り
組
む
な

ど
、
運
輸
業
及
び
本
県
経
済
の
発
展

に
尽
力
し
た
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人

ス
ペ
ー
ス
ふ
う　

理
事
長　
永
井
寛
子
氏

◆
団
体
功
労

　

イ
ベ
ン
ト
会
場
か
ら
出
る
大
量
の

使
い
捨
て
食
器
の
削
減
の
た
め
、
わ

が
国
で
初
め
て
の
試
み
と
な
る
リ

ユ
ー
ス
食
器
レ
ン
タ
ル
シ
ス
テ
ム
の

事
業
化
を
進
め
、
県
内
各
地
の
イ
ベ

ン
ト
会
場
で
大
き
な
成
果
を
挙
げ
る

な
ど
、
県
民
の
環
境
意
識
の
向
上
に

貢
献
し
た
。
ま
た
、
J
リ
ー
グ
会
場

の
ご
み
削
減
の
た
め
、
小
瀬
エ
コ
ス

タ
ジ
ア
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す

る
と
共
に
こ
う
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
県

外
に
も
提
供
し
、
リ
ユ
ー
ス
食
器
の

普
及
活
動
の
輪
を
全
国
に
広
め
、
環

境
保
全
に
尽
く
し
た
。

　

平
成
22
年
度
本
町
か
ら
は
7
名
1
団
体
が
名
誉
町
民
、
叙
勲
、
県
政
功
績

を
受
賞
（
章
）
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
に
受
賞
（
章
）
さ
れ
た
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
名
誉
町
民
の
称
号
を
贈
ら
れ
た
、
深
沢
幸
雄
氏
、
田
中
隼
人
氏
、

石
川
洋
司
氏
の
3
人
の
方
は
、
広
報
「
ふ
じ
か
わ
」
4
月
号
3
ペ
ー
ジ
に
写

真
・
功
績
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
今
号
で
は
、
省
略
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

旭
日
小
綬
章長澤　利久氏

（天神中条）

県

政

功

績

芦澤　武美氏
（本町 3）

橋本　義次氏
（小室）

野中　忠義氏
（中部）
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下
水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
を
良
く
し
、
川
や
湖
な
ど
の
水
質
を
守
る
目
的
で
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
平
成
5
年
か
ら
は
、
一
部
の
地
域
で
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
、
平
成
23
年
3
月
末
日
現
在

で
、
3
6
0
ha
の
区
域
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
約
8
割
の
家
庭
が
下
水
道
に
接
続
し
て
い
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
地
域
に
下
水
道
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
ら
、
1
日
も
早
く
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

◆
問
い
合
わ
せ
先　

上
下
水
道
課
下
水
道
担
当　

☎
22
│
7
2
0
4　
　

平成23年度　供用開始対象地域
清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る

下
水
道
へ
の
接
続
に
ご
協
力
を
…

𣇃
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富
士
川
町
の
ご
み
排
出
量
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
ご
み
の
分
別
の
徹
底
、

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
適
正
利
用
並
び
に
管
理
な
ど
、
ご
み
の
減
量

化
を
推
進
す
る
た
め
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
結
果
、
次
の
表
の
と
お
り
減

量
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
平
成
23
年
5
月
1
日
か
ら
可
燃
ご
み
用

指
定
袋
と
不
燃
ご
み
用
荷
札
を
値
下
げ
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
生
ご
み
の
水
切
り
の
徹
底
や
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

を
活
用
し
た
分
別
の
徹
底
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

◆
問
い
合
わ
せ
先　
町
民
生
活
課
生
活
環
境
担
当　

☎
22
│
7
2
0
9

　

富
士
川
町
に
住
む
皆
さ
ま
が
ご
利

用
い
た
だ
け
る
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
、
役
場
本
庁
舎
南
側
敷
地

内
に
設
置
い
た
し
ま
し
た
。
ル
ー
ル

を
守
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

◆新価格
　可燃ごみ用指定袋（ 1袋 20枚入）
　不燃ごみ用荷札　（ 1束 20枚入）

改正前　400円（ 1枚 20円）
↓

改正後　280 円（ 1枚 14円）

住宅用太陽光発電システム設置費
補助制度のご案内

　町では、地球環境にやさしい新エネルギー導入を積極的に推
進するために、住宅用太陽光発電システムを設置される方に対
し、設置費の一部を補助いたします。（予算額に達した時点で締め切り）

〇補助対象者
　・ 自らが居住する又は居住しようとする町内の住宅に太陽光
発電システムを設置する者または、町内に建築されたシス
テム付の住宅を購入した者で、電力会社と電灯契約を締結
される方

　・申請人及び同一生計者が町税を滞納していない方
〇補助金の額
　システム 1kW当たり 25,000 円（上限　町内在住者は 7万
円、転入者については 15万円）
〇申請方法
　補助金交付申請書に記入のうえ、必要書類を添付して申請し
てください。
　（システム設置工事開始前に必ず申請してください。）
◆問い合わせ先　町民生活課生活環境担当　☎ 22－7209

住宅用太陽熱温水器等設置費
補助金制度のご案内

　町では、地球環境にやさしい新エネルギー
導入を積極的に推進するために、住宅用太陽
熱温水器等を設置する方に対し、その費用の
一部を補助いたします。（予算額に達した時点で締め切り）

●補助金の交付対象者
　・ 町内に住所を有する方で、自らが居住す
る町内の住宅等に住宅用太陽熱温水器等
を設置した方。

　・ 申請者本人及び同一生計者が町税を滞納
していない方

●補助金の額
　太陽熱温水器等の設置にかかる費用の 1/5
（1,000 円未満切捨て）の額とし、5万円を
上限とする。
●申請方法
　住宅用太陽熱温水器等設置完了日から起算
して 60日以内に、町民生活課生活環境担当
へ下記書類を申請してください。
① 富士川町住宅用太陽熱温水器等設置費補助
金交付申請書

②添付書類
　・太陽熱温水器等の設置費係る領収書の写し
　・上記領収書の内訳書の写し
　・工事完了届けの写し
　・太陽熱温水器等の設置状況を示す写真
　・町税の納税状況等の調査に係る承諾書
　・その他町長が必要と認める書類
◆問い合わせ先
　町民生活課生活環境担当　☎ 22－7209

ごみ排出量の推移（t）

平成23年5月1日から
可
燃
ご
み
用
指
定
袋
が
値
下
げ
に
な
り
ま
す

不
燃
ご
み
用
荷
札

〜
ご
み
袋
・
荷
札
1
枚
あ
た
り
20
円
か
ら
14
円
に
値
下
げ
〜

役
場
本
庁
舎
に

　
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
設
置
し
ま
し
た
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消
防
団
入
退
団
式

◆
退
団
者

《
分
団
長
》
永
井
秀
樹
（
1
）
前
橋

孝
祐
（
2
）
加
賀
美
英
樹
（
3
）
西

川
修
司
（
4
）
保
坂　

護
（
5
）
井

上
謙
吾
（
6
）
石
原　

繁
（
7
）
保

坂
文
彦
（
8
）

《
副
分
団
長
》
安
藤　

博
（
1
）
深

澤
明
弘
（
2
）

《
部
長
》
神
田
雅
也
（
1
）

《
班
長
》
堀
内　

積
（
2
）
大
木
興

一（
4
）
神
田
保
司
（
5
・
元
部
長
）

山
本　

章
、
田
中
康
彦
（
7
）

《
団
員
》
志
村
亮
爾（
1
）望
月
真
樹
、

望
月　

淳
（
2
）
川
手
直
樹
（
3
）

萩
原
良
弘
、
㓛
刀
健
太
郎
（
4
）
市

川
弘
明（
7
・
元
部
長
）
大
木
英
明

（
7
・
元
部
長
）
芦
澤　

豪（
7
・
元

部
長
）
野
中
揚
一
（
8
）
齊
藤
大
輔

（
9
・
元
部
長
）

◆
入
団
者

《
団
員
》
深
沢　

聡
、谷　

浩
貴（
1
）

小
澤　

翔
、
宮
崎　

徹
、
一
瀬
直
稔
、

秋
山
雄
太
、
今
津
祐
一
（
2
）
秋
山

一
将
、
大
久
保
篤
志
（
3
）
山
下
慎

介
、
倉
田
和
弥
、
中
込　

司
（
4
）

小
倉
健
佑
（
5
）
椿　

正
浩
（
6
）

坂
本
純
一
、
深
澤
慎
吾
、
伊
藤　

誠

（
7
）
望
月
欣
也
、
望
月　

久
（
8
）

◆
新
役
員

《
分
団
長
》
保
坂
丈
文
（
1
）
田
中

修
（
2
）
依
田　

豪
（
3
）
井
上
直

人（
4
）
秋
山　

悟（
5
）
北
畑　

緑

（
6
）
前
嶋
正
樹
（
7
）
河
野　

昇

（
8
）

《
ラ
ッ
パ
隊
長
》
志
村
祐
一
（
3
）

《
副
分
団
長
》
芦
澤　

健
（
1
）
小

4
月
10
日
執
行

　

山
梨
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投

票
が
、
4
月
10
日
、
町
内
19
カ
所
の

投
票
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
富
士
川
町
の
投
票
率
は
、

63
・
89
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

期
日
前
投
票
の
投
票
者
数
は
、

2
，0
3
9
人
（
本
庁
舎
南
別
館
投

票
所
1
，6
8
7
人
、
分
庁
舎
投
票

所
3
5
2
人
）
で
し
た
。

　

開
票
は
、
午
後
9
時
か
ら
鰍
沢
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
の
開
票
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

平
成
23
年
度
各
区
の
区
長
、
区
長

代
理
が
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し

た
。
1
年
間
地
域
の
代
表
と
し
て
ご

尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◆
区
長

秋
山　

勇（
最
勝
寺
）石
川
勝
男（
天

神
中
条
）
杉
田
隼
司
（
大
久
保
）
大

久
保
俊
彦（

米
）井
上
和
男（
小
林
）

宮
澤　

博
（
長
沢
）
井
上
征
男
（
大

椚
）
丸
山
茂
樹
（
青
柳
町
）
依
田
久

已
（
平
林
）
小
池
太
一
（
小
室
）
樋

口
貞
人
（
高
下
）
久
次
米　

正
（
本

町
1
）
杉
山
良
造
（
本
町
2
）
芦
澤

武
美
（
本
町
3
）
鈴
木
孝
一
（
本
町

4
）
千
葉　

守
（
本
町
5
）
深
澤
秀

義
（
本
町
6
）
深
澤
邦
男
（
中
部
）

時
田
崇
行
（
五
開
）

◆
区
長
代
理

原
田
秀
彦（
最
勝
寺
）長
澤
正
人（
天

神
中
条
）
山
形
繁
巳
（
大
久
保
）
中

澤　

修
（

米
）
秋
山
元
秀
（
小
林
）

折
居
和
雄
（
長
沢
）
市
川
利
雄
（
大

椚
）
笹
本　

正
（
青
柳
町
）
深
沢
秀

敏
（
平
林
）
井
上
和
夫
（
小
室
）
井

上
勝
男
（
高
下
）
野
澤
憲
二
（
本
町

1
）
原　

俊
郎
（
本
町
2
）
佐
々
木

勝
利
（
本
町
3
）
柳
澤
隆
雄
（
本
町

4
）
中
澤
勝
春
（
本
町
5
）
深
澤
幸

雄
（
本
町
6
）
石
坂　

太
（
中
部
）

笠
井　

修
（
五
開
）

澤
裕
一
（
2
）
秋
山　

久
（
3
）
石

井　

潤
（
4
）
深
沢
郁
夫
（
5
）
秋

山
千
一
（
6
）
川
口
信
二
（
7
）
望

月
欣
也
（
8
）

《
部
長
》
杉
田　

進
、
河
澄　

心

（
1
）
志
村
直
人
（
2
）
丸
山
英
貴

（
3
）
杉
田
光
司
（
4
）
秋
山
和
仁

（
5
）
深
沢
浩
士
（
6
）
西
尾
芳
樹
、

髙
野
真
一
、
髙
野
徳
仁
（
7
）
依

田
克
彦
、
依
田
文
哉
、
小
林
孝
幸

（
8
）
望
月
健
二
（
9
）

《
班
長
》
遠
藤
健
司
、
杉
田
成
司
、

秋
山
博
之（
1
）
山
本
和
彦
、
樋
口

泉
、
志
村
春
樹
（
2
）
野
中
洋
一

（
3
）
深
澤
公
一
郎
、
依
田
隆
秀

（
4
）
神
田
高
仁
、
依
田
和
也
（
5
）

井
上
勝
彦
（
6
）
芦
澤
恵
太
、
佐
藤

幸
弘
、
殿
岡　

稔
、
柳
澤
明
仁
、
丸

山
正
紀
（
7
）
石
坂
裕
樹
、
宮
崎
賢

吾
、
樋
口
哲
也
、
保
坂　

隆
（
8
）

深
澤
一
仁
、
望
月
竜
一
（
9
）

　

4
月
3
日
、
町
民
体
育
館
に
お
い
て
、
富
士

川
町
消
防
団
入
退
団
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
3
月
11
日
に
発
生
し
た
「
東
北
地

方
太
平
洋
沖
大
震
災
」
の
被
災
者
に
対
し
て
黙

祷
を
捧
げ
た
後
、
団
長
訓
示
、
町
長
告
示
、
団

員
任
命
な
ど
が
厳
粛
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

（
退
団
者
、
入
団
者
及
び
新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
敬
称
略
・
カ
ッ
コ
内
は
分
団
名
）

消
防
団
入
退
団
式

候補者名 所　属 得票数
望月としき 無所属 4,452.195

深沢としお 自由民主党 3,487

望月　　勝 無所属 565.804

投票総数　　8,685 票
有効票　　　8,505 票
無効票　　　  180 票

山梨県議会議員一般選挙開票結果
富士川町開票区【得票順】 山

梨
県
議
会
議
員

一
般
選
挙

区
長
、
区
長
代
理
紹
介

▶
退
団
さ
れ
た
前
分
団
長
の
皆
さ
ん

▶
新
入
団
員

平成 23. 5 月号　No.14（10）



　

平
成
23
年
第
1
回
町
議
会
定
例
会

で
同
意

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

町
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
、
中

込
文
江
氏
（
本
町
4
）
を
再
任
す
る

こ
と
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◆
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

　

町
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
佐
々

木
勝
利
氏
（
本
町
3
）
を
推
薦
す
る

こ
と
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

（
4
月
1
日
付
、
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
）

◎
昇
任
・
配
置
換
及
び
新
採
用

【
総
務
課
】

▼
総
務
課
長
（
企
画
課
）
志
村
廣
文

▼
交
通
防
災
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
企
画

課
）小
林
喜
文
▼
福
利
給
与
担
当（
町

民
生
活
課
）
一
之
瀬
三
千
▼
県
市
町

村
課
派
遣
（
教
育
委
員
会
）
芦
澤
克

久
▼
総
務
人
事
担
当
（
財
政
課
）
横

内
太
加
志
▼
峡
南
広
域
行
政
組
合
計

算
セ
ン
タ
ー
派
遣
（
町
民
生
活
課
）

小
林
大
輔

【
企
画
課
】

▼
企
画
課
長
（
財
政
課
）
齋
藤
和
彦

▼
課
長
補
佐
兼
政
策
推
進
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
企
画
課
）
齋
藤　

靖
▼
課
長

補
佐
兼
政
策
推
進
補
佐
（
税
務
課
）

山
形
勝
也
▼
地
域
医
療
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
担
当
リ
ー
ダ
ー（
税
務
課
）

秋
山
佳
史
▼
政
策
推
進
担
当
（
峡
南

広
域
行
政
組
合
計
算
セ
ン
タ
ー
）
石

坂
裕
樹
▼
広
聴
広
報
担
当（
税
務
課
）

乙
黒
葉
月

【
財
政
課
】

▼
財
政
課
長
（
町
民
生
活
課
）
川
住

資
農
夫
▼
財
政
担
当（
県
市
町
村
課
）

志
村　

豪
▼
管
理
担
当
（
農
業
委
員

会
事
務
局
）
秋
山
博
之

【
税
務
課
】

▼
税
務
課
長
（
企
画
課
）
増
原
俊
郎

▼
資
産
税
担
当
リ
ー
ダ
ー（
総
務
課
）

望
月　

聡
▼
収
納
室
収
納
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
上
下
水
道
課
）
川
口
信
二
▼

住
民
税
担
当
（
町
民
生
活
課
）
大
森

加
奈
子
▼
資
産
税
担
当
（
新
採
用
）

石
部
大
雅

【
町
民
生
活
課
】

▼
町
民
生
活
課
長
（
町
民
生
活
課
）

依
田
正
一
▼
鰍
沢
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
セ
ン
タ
ー
長
（
福
祉
保
健
課
）

磯
野
英
秋
▼
保
険
年
金
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
地
域
振
興
課
）
早
川
竜
一
▼

戸
籍
担
当
リ
ー
ダ
ー（
福
祉
保
健
課
）

野
中
充
香
▼
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
派
遣
（
町
民
生
活
課
）
大
久

保
公
生
▼
生
活
環
境
担
当（
財
政
課
）

河
西
裕
樹
▼
保
険
年
金
担
当
（
福
祉

保
健
課
）
長
澤
麻
子
▼
生
活
推
進
担

当
（
上
下
水
道
課
）
角
倉
亮
治
▼
生

活
環
境
担
当
（
新
採
用
）
樋
口
将
太

【
福
祉
保
健
課
】

▼
福
祉
保
健
課
長
（
税
務
課
）
深
沢

茂
樹
▼
介
護
保
険
担
当
リ
ー
ダ
ー

（
企
画
課
）
草
塩
重
幸
▼
健
康
増
進

担
当
リ
ー
ダ
ー
（
福
祉
保
健
課
）
中

込
裕
子
▼
健
康
増
進
担
当
（
議
会
事

務
局
）望
月
奈
緒
美
▼
福
祉
担
当（
会

計
課
）
中
沢
美
和
子
▼
障
害
福
祉
担

当
（
町
民
生
活
課
）
根
岸
亮
子
▼
健

康
増
進
担
当
（
新
採
用
）
米
山　

舞

【
子
育
て
支
援
課
】

▼
児
童
館
長
（
税
務
課
）
笠
井
千
尋

▼
児
童
支
援
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
町
民

生
活
課
）
小
林　

恵
▼
児
童
保
育
担

当
（
町
民
生
活
課
）
小
池
美
智
子
▼

南
部
保
育
所
長
代
理
兼
小
室
山
保
育

所
（
子
育
て
支
援
課
）
中
込
優
美
子

▼
第
1
保
育
所
（
小
室
山
）
内
田
五

月
▼
第
4
保
育
所
（
第
1
）
依
田
美

穂
子
▼
第
3
保
育
所
（
第
5
）
長
田

美
保
子
▼
第
5
保
育
所
（
子
育
て
支

援
課
）深
澤
千
栄
▼
第
2
保
育
所（
第

4
）
伊
藤
理
恵
▼
第
1
保
育
所
（
新

採
用
）
石
川
景
子

【
農
林
振
興
課
】

▼
農
林
振
興
課
長
（
地
域
振
興
課
）

堀
口　

進
▼
農
業
委
員
会
事
務
局
担

当
リ
ー
ダ
ー
（
福
祉
保
健
課
）
秋
山

和
仁

【
商
工
観
光
課
】

▼
企
業
立
地
推
進
室
長
（
企
画
課
）

山
田　

直
▼
地
域
交
流
室
長
（
企
画

課
）
依
田
一
利
▼
観
光
振
興
担
当

リ
ー
ダ
ー
（
教
育
委
員
会
）
海
野
公

哉
▼
企
業
立
地
推
進
室
（
企
画
課
）

長
澤
俊
一

【
上
下
水
道
課
】

▼
簡
易
水
道
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
企
画

課
）
依
田
文
哉
▼
上
水
道
担
当
（
総

務
課
）井
上　

明
▼
下
水
道
担
当（
上

下
水
道
課
）
秋
山
一
将

【
建
設
課
】

▼
都
市
計
画
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
建
設

課
）
山
形
謙
一
郎
▼
ま
ち
づ
く
り
担

当
リ
ー
ダ
ー
（
建
設
課
）
長
田
博
幸

▼
都
市
計
画
担
当（
民
間
研
修
職
員
）

金
丸
哲
也

【
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
】

▼
社
会
体
育
担
当
（
教
育
総
務
課
）

井
上　

圭

【
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
】

▼
学
校
教
育
担
当
兼
給
食
セ
ン
タ
ー

（
総
務
課
）
望
月
ま
ゆ
み
▼
鰍
沢
小
・

中
学
校
調
理
員
（
子
育
て
支
援
課
）

望
月
多
津
巳

【
議
会
事
務
局
】

▼
庶
務
・
議
事
調
査
担
当
（
福
祉
保

健
課
）
長
澤　

香

【
会
計
課
】

▼
会
計
管
理
者
（
農
林
振
興
課
）
井

上　

修
▼
会
計
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
企

画
課
）
志
村
正
史

◎
退
職
者

▼
井
上　

明
（
総
務
課
長
）
▼
望
月

博
文
（
会
計
管
理
者
）
▼
深
沢
和
利

（
福
祉
保
健
課
長
）
▼
田
辺
邦
明
（
社

会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
）
▼
渡
辺

充
（
子
育
て
支
援
課
長
補
佐
兼
児
童

支
援
担
当
リ
ー
ダ
ー
）
▼
海
野
輝
男

（
建
設
課
長
補
佐
兼
都
市
計
画
担
当

リ
ー
ダ
ー
）
▼
秋
山
剛
（
税
務
課
資

産
税
担
当
）
▼
森
田
良
江
（
教
育
総

務
課
鰍
小
調
理
員
）▼
渡
辺
恭
子（
教

育
総
務
課
増
小
調
理
員
）
▼
小
池
公

子
（
教
育
総
務
課
増
小
調
理
員
）

［3月分］　

工　　　　事　　　　名 工事場所 請負金額（円）
（消費税抜き） 落札業者

東川付替え及び流域下水道管布設替え工事 青 柳 町 190,000,000 井 上 建 設 ㈱

青柳町、大椚地区境界修正に伴う測量業務委託 青柳町・大椚 3,200,000 ㈱ケイ・データエンジニア

人　
　

事

人　
　

事

庁
内
人
事

庁
内
人
事

入 札 結 果 を 報 告 し ま す
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●申込み方法 5 月 20 日（金）までに教育委員会へ直接または電話で申し込みください。
●申込み・問い合わせ 富士川町教育委員会　☎ 22－5361　fax 22－5392

平成23年度生涯学習事業　古文書に親しむ会
　古文書をもとに、昔の生活などを楽しく学びま
す。初めての方も大歓迎です。多くの方のご参加
をお待ちしています。

●主　催…富士川町教育委員会
●講　師…望月武美先生
●場　所…富士川町教育文化会館
●受講料…無料
●持ち物…筆記用具（学習資料は用意します。）

●開講日（時間はいずれも午後1時 30分～午後4時）
　 5 月 20日（金）※開講式、6月 17日（金）、7月 22日
（金）、9月 30日（金）、10月 21日（金）、11月 25日
（金）、1月 27日（金）、2月 24日（金）
●申込み方法・問い合わせ
申込みは直接教育委員会または電話で随時受付けていま
す。前年度に引き続き受講される方もご連絡ください。
富士川町教育委員会へ
☎22－5361　fax 22－5392

写 真 教 室
　一眼レフカメラによるネイチャーフォト
の基本から中級程度の写真撮影までをいっ
しょに習ってみませんか。
（デジタル一眼レフ可）
（コンパクトカメラ不可）

日　時・・毎月第3火曜日
 PM7：30～
場　所・・町民会館
 （野外撮影実習あり）
指導者・責任者
　　　・・志村暢三（☎22－3571）
会　費・・年4,000円（テキスト代）

美しい花や風景を
　きれいに撮るテクニック

ペン習字教室
　以前会員で出品していた方、また、始め
ませんか？　新入生も大歓迎です。ディス
クペン、ボールペン、フェルト（マジック）、
筆ペン etc。写経もしています。
持ち物：小学生用国語帳（10ます）
　　　　ディスクペン

日　時・・毎週水曜日
 PM8：00～（月 4回）
場　所・・町民会館
指導者・・長沢みどり先生
 　（☎ 22－0348）
会　費・・月1,000円
誌　代・・月650円

競書誌「ペンの力」で
　勉強を続けております

児童文学創作教室
　子どもたちのために楽しいお話を作って
みませんか。
　児童文学教室では、楽しく創作活動を先
生の指導の下に行っています。
　定期的に作品集の発刊もしています。
　初心者の方も歓迎します。

日　時・・毎月第4金曜日
 PM8：00～
場　所・・町民会館
責任者・・志村通江（☎22－8115）
入会金・・5,000 円
会　費・・月1,000円子どもたちに夢を！

ますほ
あやめコーラス

　楽しいハーモニーづくりに参加しません
か。特に若いお母さん方大歓迎です。

日　時・・毎週木曜日
 PM8：00～
場　所・・町民会館
指導者・・有泉美宇子先生
 保坂明子先生
責任者・・深沢通子（☎22－0306）
会　費・・月1,500円

人生にリズムを
　　生活に歌声を

陶 芸 教 室
　なぜか愛着がわいてきます。
　皆で楽しみましょう。

日　時・・昼の部　PM1：00～
　　　　　　毎月第1・3水・木曜日
　　　　　夜の部　PM7：00～
　　　　　　毎月第1・3水曜日

場　所・・町民会館作業室
責任者・・石井七生（☎22－2105）
入会金・・3,000 円
会　費・・昼の部　月3,000円
 夜の部　月2,000円手づくりのカップ

　　　　　花入れなど
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＊ この予防接種は「任意接種」です。接種を希望
する方は、医師から十分説明を受け、予防効果
や副反応についてご理解いただいたうえで、接
種するようお願いいたします。

子宮頸がん予防ワクチン接種助成について
対 象 者： 平成 6年 4月 1日以前に生まれた女性で、

申請又は、接種の時点で、1年以上富士川
町に住所を有している方

助成金額：1回あたり 7,500 円
申請方法： 福祉保健課窓口で申請手続きをしてくだ

さい。住所要件などを確認後、助成券を
郵送します。

＊ 申請書類は、町のホームページからもダウロード
できます。

◆問い合わせ先
　福祉保健課健康増進担当　☎ 22－7207

社会体育施設の夜間利用について
　社会体育施設の夜間利用につきましては、計画停
電等の理由により、使用を自粛してまいりましたが、
5月分の使用について、夜間 2時間に限り貸し出し
を行います。
　町民の皆さまには、節電に努めた施設利用をして
いただけるようご理解とご協力をお願いいたします。
◆問い合わせ先　教育委員会　☎ 22－5361

住民票・所得証明書などの
電話予約サービス・宅配サービス

　平日、都合が悪く役場にお越しになれない場合は、
町が行なっている「電話予約・宅配サービス」をご
利用ください。
●交付できる証明書
　 住民票の写し・印鑑証明書、所得証明書・納税証
明書・課税証明書・固定資産評価証明書

●電話で予約できる方　本人または同一世帯の方
●予約受付時間
　平日（土・日・祝祭日・年末年始を除く）
　午前 8時 30分から午後 5時 30分
　※ 「宅配サービス」の午後 3時から 5時 30 分の
予約受付分は、翌開庁日以降の配達となります。

◆問い合わせ及び予約先
　・住民票、印鑑証明書
　　　　　　　町民生活課戸籍担当　☎ 22－7208
　・ 所得証明書・納税証明書・課税証明書・固定資
産評価証明書

　　　　　　　税務課　☎ 22－7205

市民農園の利用者募集
　市民農園で自家用野菜や花などを作り、収穫の喜
びを体験してみませんか？
●長沢市民農園　
●青柳町市民農園（県営鰍沢北部団地北）
●青柳町市民農園（くつま整形外科医院北）
◆貸付期間　　2年間（契約延長あり）
◆賃料 1区画（約 50㎡）　1年間 2,000 円
◆申込み・問い合わせ先
　農業委員会事務局　☎ 22－7214

ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン接種について
…安全性が確認され 4月 1日～接種再開…

　平成 23年 3月から接種を見合わせていた「ヒブワ
クチン・小児用肺炎球菌ワクチン」の安全性について、
国が心配ないと判断したため、4月 1日から接種を
再開しています。
◆問い合わせ先
　子育て支援課母子保健担当　☎ 22－7221

農業振興地域（農振）の除外申し出受付
　農業振興地域の農用地（田、畑）に、住宅などを
建築する場合には、あらかじめ農振農用地から除外
しなければ、転用することができません。今回は、
特に緊急性及び実現性が認められるものについて申
し出を受け付けます。ただし、受け付けしたものす
べてが除外されるとは限りませんのでご了承くださ
い。
◆除外要件
　農用地（田、畑）の使用目的を早急に変更（住宅
などに）する場合
◆受付期間
　5月 6日（金）～ 6月 3日（金）
◆申出方法
　役場分庁舎に備え付けの用紙に記入し、土地謄本・
設計図を添付の上、説明いただきます。
◆受付・問い合わせ先
　農林振興課農林振興担当　☎ 22－7214

農薬の使用にあたって
　農薬の使用については、農薬取締法によって使用
上のルールが定められています。事故やトラブルを
未然に防ぐには、登録のある農薬を容器のラベルに
表記されている通りに使用するなど、適正な使用と
適切な保管・管理が重要です。
　農薬の散布に当たっては、隣接園の農作物をよく
確認し、お互いに注意しましょう。
①農薬は、登録のある作物のみに散布する。
② 農薬散布は、風のない時に行い隣接園の農作物や
住宅地内に飛散しないようにする。

③ 農薬散布後には、タンクや動噴、ホースを十分に
洗浄し、次回の散布に農薬が混ざることのないよ
うにする。

④ 隣接園の農作物の収穫時期に注意し、防除薬剤を
選ぶ。

⑤ほ場の収穫予定時期を隣接ほ場の園主に知らせる。
⑥ 隣接園の作物が複数収穫期を迎えるなど、判断に
迷う場合には、農協に相談する。

⑦ 防除日誌を記帳し、ほ場の農薬散布状況が常にわ
かるようにする。

◆問い合わせ先
　農林振興課農林振興担当　☎ 22－7214
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◇どんなお仕事をしていますか？
　㈱キトーで工場の生産ライン管理を行なっています。
◇富士川町をどう思いますか？
　大自然に囲まれた地域行事の活発な町だと思います。
また、親切な方が多く住みやすい町だと思います。
◇消防団員としての抱負は？
　大震災があったこの年に消防に入団するのも何かの縁
だと思います。いつどのような災害が発生するか分から
ないことを念頭に置き、自分の生まれ育った大好きな町
を守れるようになりたいです。
◇富士川町に期待することは？
　若い方が集まるイベントや施設があれば良いと思いま
す。どの世代も安心して暮らせる町づくりを期待してい
ます。
◇最近凝っていることは？
　ゴルフに凝っていて、コンペで優勝できるように日々
練習に励んでいます。
◇将来の夢は？
　世界遺産を見るのが好きなので、いつかは世界中にあ
るすべての世界遺産を見て回りたいです。

　3月 11 日の「東北地方太平洋沖地震」は、国内史上
最大の災害が発生しました。今回は、本町における防災
対策のリーダーである消防団長による消防団員への訓示
の抜粋を掲載します。
　（序文省略）
　「ご承知のとおり 3月 11 日に発生しました、東北地
方太平洋沖地震は、マグニチュード 9.0 という、国内史
上最大の地震となりました。この地震により太平洋沿岸
を数 10mの津波が各地に押し寄せ大きな被害をもたら
しました。この津波による犠牲者は、死者・行方不明者
を併せますと 2万 8千人余りとなり、尊い命と生活が
奪われ、現在も 24万人以上の被災者が避難生活を送っ
ています。
　この度の地震により犠牲になられた方にご冥福をお祈
りするとともに、被災なされた皆さまに謹んでお見舞い
申しあげます。
　また、本町においては、震度 5弱という今までに経
験したことのない地震に襲われましたが、幸いにも家屋
内の壁の一部がはがれた程度の被害で、ほとんど被害が
ない状況でありました。
　本町でも、東海地震や首都圏直下型地震発生が懸念さ
れているため、公共機関や企業、住民が一体となってそ
れぞれの役割を果たし、地域ぐるみの総合的な消防体制
を確立することが重要な課題となっております。そのた
め、町では、消防資機材の充実を図るため、小型動力ポ
ンプ付積載車の更新や耐震性防火水槽の設置などを実施
していただいております。
　今後、これらを励みとし、更なる機動力の充実を図り、
各種災害に的確に対応していけるよう研鑽を重ね、本年
度も安全で安心な住みよい地域社会をつくる先導役とし
て、団員諸賢の一層のご精進をお願い申し上げます。」（以
降省略）と訓示を述べられました。消防団員の更なる活
躍を期待しています。

一瀬　直稔さん
［24歳・小林］

大木菜
な
々
な
華
か

ちゃん
5歳 2ヵ月
（小林）

だいすきな♥お友だち　しょうたろ
うくんです！「ずっとなかよしだよ。
よろしくね。」

消防団員に対する訓示
消防団長　秋山　由正さん（ 米）
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【スポーツ少年団】

スポーツ少年団入団式
　4月 2日、富士川町スポーツ少年団入団式が行なわれ、
入団者を代表して、ソフトボールスポーツ少年団の中島
快人くんが元気よく宣誓を行いました。
　富士川町スポーツ
少年団は、15 団体
が活動しています。
入団は随時受け付け
ていますので、教育
委員会まで申込みを
お願いします。

【ゲートボール】
第 28回さくら祭りゲートボール大会（4月 4日・富士
川ふれあい広場ゲートボール場）
　第 3位　駅前チーム

【
短　

歌
】
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真
っ
白
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心
で
抱
く
第
一
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鮎
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弘
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三
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い
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日
が
見
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き
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子

腹
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っ
て
話
せ
る
ま
で
の
長
い
道 

坂
本　

倉
栄

体育協会春季町民ゴルフ大会
日　　時　　平成 23年 6月 15日（水）
場　　所　　ヴィンテージゴルフ倶楽部
参 加 費　　2,000 円
プレー費　　7,700 円（セルフ・昼食付）
※申し込みは、各支部ゴルフ部長にお願いします。

紙芝居の楽しさを通して　未来をにな
う子どもたちの感性を育みます。

おすすめ

紙芝居

『ごきげんのわるいコックさん』
『うまいものやま』
『ロボット・カミイ』
『ころころぐま』
『あひるのおうさま』
『おとうさん』
『きつねとごんろく』
『おかあさん　みーつけた』
『ひよこちゃん』
『あかちゃん　あかちゃん』など

★  0 歳～ 5歳ぐらいの紙芝居をたくさんそろえ
ました !!

～紙芝居の演じ方を学ぶ～
日　時：平成 23年 4月 30日（土）
　　　　午前 10時～ 12時
場　所：町民会館 3階大ホール
講　師：やまなし子ども図書館
　　　　　斎藤順子氏
★実技指導もありますので、ぜひご参加ください！

無料

※託児あります。
（事前にお申込み下さい）

学習会のお知らせ
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区
の
名
称
の
由
来

　

本
町
4
区
は
、
そ
の
昔
、
水
明
町

と
も
呼
ば
れ
た
水
資
源
の
豊
富
な
緑

町
と
鰍
沢
商
店
街
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ

り
、
商
店
街
の
中
心
で
も
あ
っ
た
八

幡
町
。

　

鰍
沢
商
店
街
の
ほ
ぼ
中
央
あ
た
る

本
町
4
区
の
こ
と
を
、
鰍
沢
地
区
で

は
、
2
丁
目
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

区
の
目
じ
る
し

　

本
町
4
区
は
、
国
道
52
号
を
は
さ

み
、
東
側
に
は
役
場
分
庁
舎
、
鰍
沢

小
中
学
校
、
第
5
保
育
所
な
ど
の
公

共
施
設
が
あ
り
、
西
側
に
は
、
鰍
沢

病
院
の
跡
地
、
山
梨
中
央
銀
行
鰍
沢

支
店
が
あ
り
、
4
区
の
ほ
ぼ
中
央
に

毎
年
初
詣
で
に
ぎ
わ
う
八
幡
神
社
が

あ
り
ま
す
。

区
の
名
勝
旧
跡

◆
八
幡
神
社

　

八
幡
神
社
は
、「
寛
喜
3
年
に
社

殿
が
建
立
さ
れ
、
明
治
6
年
旧
鰍
沢

町
の
氏
神
様
と
し
て
郷
社
に
列
す
。」

と
神
社
庁
資
料
に
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
守
り
神
様
と
し
て
等
し
く

町
民
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

八
幡
神
社
の
祭
典
は
、
4
月
10
日

か
ら
15
日
の
大
御
幸
祭
、
4
月
15
日

の
例
大
祭
、
10
月
15
日
秋
季
祭
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

祭
り
も
か
つ
て
の
賑
わ
い
ほ
ど
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
毎
年
大
晦
日
に

は
、
初
詣
の
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

平
成
22
年
に
は
、
多
く
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
に
よ
り
、本
殿
瑞
垣
の
再
建
・

神
楽
殿
渡
り
廊
下
の
修
復
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

区
の
交
流
事
業

◆
い
き
い
き
サ
ロ
ン
（
筋
力
教
室
）

　

昨
年
8
月
か
ら
、
い
き
い
き
サ
ロ

ン
と
し
て
筋
力
教
室
を
実
施
し
ま
し

た
。
当
初
は
8
人
で
始
ま
り
ま
し
た

が
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
が
声
か
け

を
行
な
い
、
現
在
は
、
16
人
で
和
気

あ
い
あ
い
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
実
施
日
は
毎
月

第
1
・
第
3
金
曜
日
の
午
前
10
時
か

ら
1
時
間
半
で
す
。

◆ 

3
世
代
交
流
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー

　

本
町
4
区
が
誕
生
し
て
、
区
民
の

交
流
を
図
ろ
う
と
、
福
祉
推
進
委
員

会
主
催
で
区
の
各
種
団
体
が
協
力
し

た
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
12
月

中
旬
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
て
、

保
育
園
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
約
80

人
の
区
民
が
集
ま
り
、
焼
き
鳥
、
し

し
鍋
な
ど
を
調
理
し
、
会
食
し
な
が

ら
、
ビ
ン
ゴ
、
輪
投
げ
な
ど
様
々
な

ゲ
ー
ム
を
行
い
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

遠藤　　亨さん
84歳
八幡町組

今月は、本町4区です。

区民紹
介

区の概要
　人　口 335 人
　世帯数 121 戸
　区　長 鈴木孝一氏
（平成 23年 4月 1日現在）

▲八幡神社

▲ 3世代交流クリスマスパーティー

区民紹
介

一 石 二 鳥 の 健 康 法
　大法師公園の桜まつりが始まって以来、桜の写真を
撮り続けています。家の脇が大法師への登り口で、登
山道が整備されて以来、年間を通じて登るようになり
ました。私の年齢になると足腰が弱くなりがちですが、
大法師に登ることで健康が保たれていると自負してい
ます。今は、春夏秋冬変わる景色を楽しみながら登っ
ています。また、春先は、桜の様子を見ながら登って
います。これからも桜の時期には桜の写真も撮り続け、
私なりの健康法を続けて行きます。

VOL.10

わたしたちの
区を紹介しま～す。
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5
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー
で

す
。
ま
た
5
月
31
日
〜
6
月
6
日
は

禁
煙
週
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
喫
煙

者
の
健
康
や
ま
わ
り
の
人
の
健
康
に

つ
い
て
考
え
、
た
ば
こ
に
対
す
る
正

し
い
知
識
を
深
め
る
機
会
に
し
て
く

だ
さ
い
。

〈
軽
い
た
ば
こ
の
害
は
軽
く
な
い
〉

　

軽
い
た
ば
こ（
低
タ
ー
ル
た
ば
こ
）

は
、
喫
煙
本
数
が
同
じ
で
あ
れ
ば

タ
ー
ル
含
有
量
の
多
い
た
ば
こ
よ
り

肺
が
ん
な
ど
の
危
険
度
は
低
く
な
り

ま
す
が
、
非
喫
煙
者
よ
り
は
危
険
度

は
高
い
ま
ま
で
す
。
ま
た
低
タ
ー
ル

た
ば
こ
に
変
え
て
も
喫
煙
者
の
ニ
コ

チ
ン
依
存
度
に
変
化
が
な
け
れ
ば
、

低
タ
ー
ル
た
ば
こ
は
ニ
コ
チ
ン
含
有

量
も
少
な
い
た
め
「
喫
煙
者
は
い
つ

も
よ
り
深
く
吸
っ
て
い
る
」「
よ
り

長
い
位
置
ま
で
吸
っ
て
い
る
」「
数

秒
長
く
吸
っ
て
い
る
」「
次
の
一
服

ま
で
の
時
間
が
短
く
な
っ
て
い
る
」

な
ど
ニ
コ
チ
ン
摂
取
量
を
増
や
そ
う

と
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
低
タ
ー
ル
表
示
は
危
険
性
の
低
減

と
は
必
ず
し
も
結
び
つ
き
ま
せ
ん
。

〈
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
と
治
療
〉

　

た
ば
こ
の
依
存
に
は
身
体
的
な
も

の
と
心
理
的
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

た
ば
こ
の
中
の
ニ
コ
チ
ン
は
、
依
存

性
が
高
い
こ
と
か
ら
身
体
的
に
依
存

が
強
い
症
状
を「
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
」

と
い
い
ま
す
。

　
「
わ
か
っ
て
い
る
け
ど
や
め
ら

れ
な
い
」
と
い
う
人
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
日
本
で
も

2
0
0
6
年
か
ら
ニ
コ
チ
ン
依
存
症

に
対
す
る
禁
煙
治
療
に
保
険
が
適
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
ニ
コ
チ
ン
依
存
度

が
強
く
、
な
か
な
か
禁
煙
で
き
な
い

場
合
は
、
た
ば
こ
の
満
足
感
を
抑
制

す
る
「
経
口
禁
煙
補
助
薬
」
や
喫
煙

以
外
の
方
法
で
ニ
コ
チ
ン
を
体
内
に

補
給
し
な
が
ら
ニ
コ
チ
ン
の
な
い
状

態
に
慣
ら
し
て
い
く
「
ニ
コ
チ
ン
代

替
療
法
」（
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
・
パ
ッ

チ
な
ど
）
が
効
果
的
で
す
。
自
分
の

身
体
依
存
度
は
ど
の
程
度
か
知
り
、

自
分
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
方
法
を

選
ぶ
こ
と
が
禁
煙
成
功
の
カ
ギ
と
な

り
ま
す
。

　

風
光
る
5
月
を
迎
え
、
皆
さ
ん
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　

さ
て
、
今
月
は
町
の
栄
養
相
談
に

つ
い
て
紹
介
を
し
よ
う
と
思
い
ま

す
。

栄
養
相
談
っ
て
何
す
る
の
？

　

町
で
は
月
に
1
度
、
栄
養
士
に
よ

る
「
栄
養
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
予
約
制
で
、
相
談
日
の
前

3
日
分
の
朝
・
昼
・
夕
食
、
お
や
つ

な
ど
、
口
に
し
た
も
の
を
全
て
書
き

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
資
料

を
も
と
に
、
栄
養
士
が
ご
自
分
の
食

生
活
の
特
徴
や
食
事
の
傾
向
を
確
認

し
、
改
善
点
や
調
理
方
法
の
工
夫
な

ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
相
談
時
間
は
1
時
間
程

度
で
、
富
士
川
町
民
で
あ
れ
ば
ど
な

た
で
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

ど
ん
な
相
談
が
多
い
？

　

平
成
22
年
度
は
23
名
の
方
が
利
用

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
1
番
多

か
っ
た
相
談
は
「
肥
満
予
防
・
高
脂

血
症
予
防
」
に
つ
い
て
で
し
た
。

　

次
に
多
か
っ
た
相
談
は「
離
乳
食
」

に
つ
い
て
で
し
た
。

　

糖
尿
病
や
腎
臓
病
を
患
っ
て
医
師

か
ら
食
事
指
導
を
さ
れ
て
い
る
方
も

利
用
し
て
い
ま
す
。

　

カ
ロ
リ
ー
は
控
え
た
い
け
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
食
材
を
取
り
入
れ
た
い
、

介
護
食
に
つ
い
て
知
り
た
い
、
な
ど

内
容
に
応
じ
て
様
々
な
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
か
ら
の
相
談

　

昨
年
ま
で
は
福
祉
保
健
課
で
妊
婦

や
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
町
民
の

方
を
対
象
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
23
年
度
か
ら
は
、
子
育
て
支
援
課

で
も
栄
養
相
談
が
始
ま
り
ま
し
た
。

特
に
、
妊
娠
中
の
食
事
に
関
す
る
こ

と
、
離
乳
食
の
す
す
め
方
、
お
や
つ

な
ど
子
育
て
中
の
方
を
対
象
に
相
談

を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

栄
養
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
日

程
に
つ
い
て
は
く
ら
し
の
カ
レ
ン

ダ
ー
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
5
月
の
相
談
日

《
福
祉
保
健
課
》

栄
養
相
談　

5
月
23
日
（
月
）

　

☎
22
│
7
2
0
7

《
子
育
て
支
援
課
》

子
育
て
支
援
栄
養
相
談

　

5
月
27
日
（
金
）

　

☎
22
│
7
2
2
1

　

※
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
。

健康いきいき
情 報

健康いきいき
情 報

世
界
禁
煙
デ
ー

　平成22年度利用者
相談内容ランキング　

1 位 肥満予防について ………………… 5名
 高脂血症予防について …………… 5名
3位 離乳食について …………………… 3名
4位 糖尿病予防について ……………… 2名
 妊娠中の食事について …………… 2名
 バランスのよい食事について …… 2名
他にはアレルギー食、骨粗しょう症予防食、などの
相談がありました。

今月は、池田保健師です。
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祝　

1
0
0
歳

　

3
月
・
4
月
に
町
内
で
3
人
の
方
が
め

で
た
く
1
0
0
歳
の
誕
生
日
を
お
迎
え
に

な
り
ま
し
た
。

　

3
月
21
日
は
、
深
澤
春
代
さ
ん
（
本
町

6
）、4
月
10
日
は
、深
澤
は
な
子
さ
ん（
本

町
3
）、4
月
15
日
は
、秋
山
好
次
さ
ん（
小

林
）
が
1
0
0
歳
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

桜
花
ら
ん
ま
ん
！

大
法
師
さ
く
ら
祭
り　

　

桜
の
開
花
が
平
年
よ
り
遅
く
、
お
祭
り
期

間
も
延
長
し
た
今
回
の
大
法
師
さ
く
ら
祭

り
。

　

つ
ぼ
み
が
多
か
っ
た
3
月
27
日
に
は
、
県

内
で
大
人
気
の
「
サ
ク
ラ
イ
ザ
ー
」
が
登
場

し
ま
し
た
。
ま
た
、
満
開
と
な
っ
た
4
月
7

日
に
は
、
平
日
に
も
関
わ
ら
ず
大
勢
の
方
が

訪
れ
、
い
つ
も
よ
り
遅
い
さ
く
ら
の
花
を
楽

し
み
ま
し
た
。

増穂小学校交通少年団結団式
　4月 8日、増穂小学校では、交通少年団結団式が行わ
れ、6年生の代表に横断旗と黄色い帽子が手渡され、交
通安全を誓いました。
　町の皆さんも交通ルールを守り、町から悲惨な交通事
故をなくしましょう。

宝くじの助成金で公民館を整備
　小林区では、老朽化著しかった公民館を平成 22年度
宝くじ助成事業（コミュニティセンター助成事業）で整
備しました。3月 27 日には、関係者を招き、竣工式が
行われ、新しい公民館の完成を祝いました。

2011 年 7月 24日の
　アナログ放送終了まであと3ヵ月　地デジの準備はお早めに！

▲秋山好次さん ▲深澤はな子さん ▲深澤春代さん
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善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆町へ
一金　　100 万円　川住貢様（大椚）
　故川住孝雄様のご遺志により、町の振興のために
一金　　5万円　深澤春代様（本町 6区）
　100 歳を記念して町政推進のために
一金　　5万円　星野國光様（青柳町）
　町の振興のために
◆社会福祉協議会へ
一金　　4,100 円　JAふじかわ鰍沢支店様（鰍沢）
　さくらまつりの収益金を町の福祉のために
一金　　1万円　齊藤進様（最勝寺）
　県老人福祉大会知事表彰を記念して、町の福祉のために

戸籍の窓
自 3月 1日　至 3月 31 日　届出（敬称略）
　　　　　　　　　　　※住民登録者のみ記載

おめでた（出生）
 地　区 氏　名 性別 保護者
 最　勝　寺 河西　　翔 （しょう） 男 裕　樹
 〃 永森百々香 （ももか） 女 湛　修
 大　久　保 有泉　海翔 （かいと） 男 雄　介
 𣇃　　　米 小 煌太朗 （こうたろう） 男 雅　也
 小　　　林 杉本　栞菜 （かんな） 女 展　啓
 　〃　 遠藤　颯太 （そうた） 男 幸　雄
 大　　　椚 深 　妃菜 （ひ　な） 女 祐　輔
 青　柳　町 熊王　杏純 （あすみ） 女 博　文
 　〃　 依田　拓磨 （たくま） 男 秀　彦
 平　　　林 藏屋　太陽 （たいよう） 男 敏　章

およろこび（結婚）
 地　区 氏 名 （ 旧 姓 ）
 最　勝　寺 佐 　功一 真　理 （ 上 野 ）
 長　　　沢 穐山　伸司 恵美子 （ 一 瀬 ）
 青　柳　町 深 　裕二 美　紀 （ 藤 井 ）
 〃 石川　一也 愛 （ 望 月 ）
 〃 遠 　政樹 彩　実 （ 福 島 ）
 中　　　部 松 　隼人 若　菜 （ 深 ）

おくやみ（死亡）
 地　区 氏　名 年齢 届出人
 最　勝　寺 穐山ふさ江 83 敏　　也
 〃 長澤　三郎 79 篤
 天 神 中 条 秋山　正文 87 美　　幸
 𣇃　　　米 樋口　健三 88 樋口はるみ
 　〃　 山形すみゑ 90 利　　雄
 長　　　沢 大森　　和 47 　　樹
 　〃　 齊藤　文三 80 俊　　之
 　〃　 依田　 く 94 み ど り
 青　柳　町 渡邊　宣治 80 久　　弥
 　〃　 井上 ね江 89 剛
 　〃　 山下　　豊 83 辰　　男
 　〃　 田邊富次郎 87 田辺和彦
 　〃　 依田　靜夫 80 昌　　樹
 平　　　林 千塚　備造 92 民　　男
 小　　　室 山田ヒロヨ 80 義　　重
 　〃　 古郡　武  67 謹 之 助
 高　　　下 大森は  89 伸　　之
 本　町　 3  伴野　真規 27 孝　　春
 本　町　 4  鈴木さ 江 92 孝　　一

ひとのうごき（ 4月 1日現在）
人　口 16,625 人 （－ 38）
　男　 8,099 人 （－ 20）
　女　 8,526 人 （－ 18）
世　帯 6,165 戸 （－  5） ※ (　)内は対前月比

富士川町 1周年記念・ますほ文化ホール 20周年記念
　NHK-BSプレミアム・NHK-FM
「ベストオブクラシック」公開収録観覧者募集
◆日　　時 平成 23年 6月 26日（日）
 開場　午後 3時 30分　開演　午後 4時
◆会　　場 ますほ文化ホール
 入場無料（ただし入場整理券が必要）
◆申込方法  郵便往復はがきに必要事項をご記入のうえお申

込みください。
　〈あて先〉 〒 400‒0503　富士川町天神中条 820－ 1
  富士川町ますほ文化ホール「ベストオブクラ

シック」係
　〈必要事項〉 【往信用裏面】郵便番号、住所、氏名、電話番号
 【返信用表面】郵便番号、住所、氏名
◆締め切り 平成 23年 6月 8日（水）必着
　※応募者多数の場合は、抽選させていただきます。
　※ 1枚の整理券で 2名まで入場できます。
◆問い合わせ先
　富士川町ますほ文化ホール　☎ 22－8811
　　　（火～日曜　午前 9時～午後 5時）
　NHK甲府放送局　☎ 055－222－1314
　　　（平日の午前 10時～午後 6時 30分）

　ますほ児童センターまつり
＆リサイクルマーケット　

日　　時：5 月 21日（土）午前 11時～午後 2時 30分
場　　所：ますほ児童センター（雨天決行）
内　　容： ゲームコーナー、食べ物コーナー、工作コーナー

など楽しい催しが盛りだくさん。
参 加 料：チケット代　1人 200 円
　　　　　5／ 13（金）まで両児童センターで販売
同時開催：リサイクルマーケット
　対象品： 子育て用品、子ども用品
　※ 出店者を募集しています。対象品は無料で提供していた
だき、出店費はかかりません。また、出店者は事前に申
込みが必要となります。下記にお問い合わせください。

◆問い合わせ先　ますほ児童センター　☎ 22－4834

平林・穂積地域に光ファイバーが開通
　国の交付金事業を利用して、平林・穂積の両地域の光ファ
イバー接続工事が完成しました。
　この完成により、インターネット、CATV加入などが可能
になりました。

平成23年度国家公務員採用
Ⅲ種（税務）試験のお知らせ

◆受験資格
　平成 2年 4月 2日から平成 6年 4月 1日生まれの者
◆申込書交付期間　5月 9日（月）～ 6月 28日（火）

　（土、日曜日は除く）
◆試 験 日　第 1次試験　9月 4日（日）
◆申し込み・問い合わせ先
　鰍沢税務署総務課　☎ 22－3191（内線 12）
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富士川土手沿いの桜が満開の光景
富士川サイクリングロード入口の桜が満開になり、人々を楽しませていました。（4月 7日）

1 歳くらいのかわいい写真を募集しています。

小宮山　香
かおる

ちゃん
（1歳 5ヵ月・本町 1）
父　俊さん・母　和香子さん

風間　泉
せ
桜
お

ちゃん
（1歳 10ヶ月・本町 4）
父　良太さん・母　智子さん

藤井　杏
あん
吏
り

ちゃん
（2歳・本町 1）

父　秀和さん・母　美樹さん

大森美
み
羽
は
音
ね

ちゃん
（1歳 5カ月・平林）

父　夏樹さん・母　裕美さん
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